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定
推
進
本
部
副
本
部
長
、
取
締

役
常
務
執
行
役
員
調
達
本
部
長

な
ど
を
歴
任
し
、
昨
年
５
月
か

ら
現
職
を
務
め
て
い
る
。

　

日
医
工

は
、
取
締
役

サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
・ 

Ｂ
Ｓ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
担
当

の
吉
川
隆
弘

氏
が
４
月
１

日
付
で
代
表

取
締
役
に
昇

格
す
る
人
事

を
発
表
し

た
。代
表
権
を
持
つ
の
は
田
村

友
一
社
長
を
含
め
て
２
人
と
な

る
。セ
フ
ァ
ゾ
リ
ン
の
供
給
問

題
や
原
材
料
を
調
達
し
て
い
る

中
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

拡
大
な
ど
を
受
け
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
で
の
迅
速
な
対
応
や

リ
ス
ク
管
理
の
強
化
を
図
る
。

　

吉
川
氏
は
、
１
９
７
５
年
４

月
に
住
友
商
事
に
入
社
後
、
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
本
部
長
を
経

て
、
２
０
１
０
年
10
月
に
日
医

工
に
入
社
。
執
行
役
員
流
通
安

上
皮
を
再
建
さ
せ
る
。
Ｊ
‐
Ｔ

Ｅ
Ｃ
は
、
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー

「
ニ
デ
ッ
ク
」
か
ら
委
託
を
受

け
、
伊
モ
デ
ナ
大
学
の
グ
ラ
ヅ

エ
ラ
・
ペ
レ
グ
リ
ニ
教
授
、
大

阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

の
西
田
幸
二
教
授
ら
か
ら
角
膜

培
養
に
関
す
る
技
術
を
導
入

し
、
ネ
ピ
ッ
ク
の
開
発
を
進
め

て
き
た
。

と
な
る
。

　

ネ
ピ
ッ
ク
は
、
患
者
自
身
の

角
膜
輪
部
組
織
か
ら
角
膜
上
皮

幹
細
胞
を
採
取
し
て
シ
ー
ト
状

に
培
養
し
た
も
の
で
あ
り
、
同

製
品
を
移
植
す
る
こ
と
で
角
膜

　

富
士
フ
イ
ル
ム
子

会
社
「
ジ
ャ
パ
ン
・

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」（
Ｊ

‐
Ｔ
Ｅ
Ｃ
）
は
、
自
家
培
養
角

膜
上
皮
「
ネ
ピ
ッ
ク
」（
一
般

名
：
ヒ
ト
〈
自
己
〉
角
膜
輪
部

由
来
角
膜
上
皮
細
胞
シ
ー
ト
）

に
つ
い
て
、「
角
膜
上
皮
幹
細

胞
疲
弊
症
」
の
適
応
で
国
内
承

認
を
取
得
し
た
。
眼
科
領
域
で

は
国
内
初
の
再
生
医
療
等
製
品

合
を
進
め
る
た
め
、
営
業
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
豊
富
な
経

験
を
持
つ
岩
本
氏
を
サ
ン
ド
日

本
法
人
の
新
社
長
に
抜
て
き
す

る
こ
と
で
、
国
内
市
場
で
サ
ン

人
「
ア
ス
ペ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」
を

買
収
し
た
。
今
後
、
両
社
の
統

　

サ
ン
ド
日
本
法
人
は
、
４
月

１
日
付
で
ア
ス
ペ
ン
ジ
ャ
パ
ン

社
長
の
岩
本
紳
吾
氏
が
新
社
長

に
就
任
す
る
と
発
表
し
た
。
岩

本
氏
は
サ
ン
ド
日
本
法
人
と
ア

ス
ペ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
両
社
の
社

長
を
兼
任
す
る
。

　

独
サ
ン
ド
は
、
後
発
品
と
長

期
収
載
品
で
世
界
第
３
位
で
あ

る
日
本
市
場
を
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
の
要
と
し
て
位
置
づ
け
、
南

ア
フ
リ
カ
の
ア
ス
ペ
ン
日
本
法

し
た
癌
細
胞
内
で
複
製
さ
れ
、

癌
細
胞
を
破
壊
し
、
破
壊
さ
れ

た
癌
細
胞
か
ら
癌
抗
原
を
放
出

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｇ
Ｍ

‐
Ｃ
Ｓ
Ｆ
と
共
に
体
内
の
白
血

球
に
よ
る
癌
免
疫
反
応
を
刺
激

す
る
。

　

標
準
治
療
で
あ
る
Ｂ
Ｃ
Ｇ
導

入
療
法
後
に
持
続
・
再
発
し
た

高
リ
ス
ク
筋
層
非
浸
潤
性
膀
胱

癌
（
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｃ
）
患
者
を
対

象
に
実
施
し
た
米
国
第
Ⅱ
相
試

験
で
は
、
有
効
性
・
安
全
性
が

示
さ
れ
て
お
り
、
今
後
Ｃ
Ｇ

は
、
そ
の
他
の
固
形
癌
に
つ
い

て
も
免
疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

阻
害
剤
と
の
併
用
療
法
を
検
討

し
て
い
る
。

　

キ
ッ
セ
イ
薬
品
は
、
米
ベ

ン
チ
ャ
ー
「
Ｃ
Ｇ
オ
ン
コ
ロ

ジ
ー
」
が
開
発
中
の
腫
瘍
溶
解

性
ウ
イ
ル
ス
療
法
「
Ｃ
Ｇ
０
０

７
０
」
に
つ
い
て
、
中
国
を
除

く
日
本
を
含
む
ア
ジ
ア
20
カ
国

の
独
占
的
開
発
・
販
売
権
を
獲

得
し
た
。

　

契
約
に
よ
り
キ
ッ
セ
イ
は
、

３
０
０
０
万
ド
ル
（
約
33
億

円
）
相
当
の
Ｃ
Ｇ
の
株
式
を
購

入
す
る
と
共
に
、
契
約
料
と
し

て
米
国
第
Ⅲ
相
試
験
開
始
後
に

１
０
０
０
万
ド
ル
（
約
11
億

円
）
を
支
払
う
。
ま
た
、
今
後

の
開
発
進
展
・
発
売
後
の
売
上

高
に
応
じ
た
マ
イ
ル
ス
ト
ン
と

し
て
最
大
１
億
ド
ル
（
約
１
０

９
億
円
）
と
、
権
利
地
域
に
お

け
る
売
上
高
に
対
す
る
一
定
の

ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
を
Ｃ
Ｇ
に
支
払

う
。

　
「
Ｃ
Ｇ
０
０
７
０
」
は
、
網

膜
芽
細
胞
腫
（
Ｒ
ｂ
）
経
路
が

欠
損
し
た
腫
瘍
に
対
す
る
選
択

的
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と
Ｇ
Ｍ
‐
Ｃ

Ｓ
Ｆ
遺
伝
子
を
搭
載
し
た
ヒ
ト

ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
５
型
を
基
本

骨
格
と
し
た
腫
瘍
溶
解
性
ウ
イ

ル
ス
療
法
。
Ｒ
ｂ
経
路
が
欠
損

に
立
つ
と
考
え
て
い
る
」
と
期

待
感
を
示
し
た
。

　

固
形
癌
の
場
合
に
は
、
癌
の

大
き
さ
や
手
術
で
の
切
除
範
囲

な
ど
で
予
後
を
予
測
す
る
一

方
、
造
血
器
腫
瘍
で
は
「
も
と

も
と
全
身
に
広
が
っ
て
お
り
、

手
術
を
行
う
例
も
少
な
い
の

で
、
特
定
の
遺
伝
子
異
常
に

よ
っ
て
予
後
や
余
命
を
判
断
す

る
」
と
説
明
。
遺
伝
子
パ
ネ
ル

検
査
を
開
発
す
る
意
義
を
強
調

し
た
。

そ
の
後
同
セ
ン
タ
ー
が
１
０
０

症
例
程
度
を
対
象
に
臨
床
試
験

を
行
い
、
有
用
性
を
検
証
す

る
。
試
験
終
了
段
階
で
、
大
塚

製
薬
が
実
用
化
に
向
け
た
申
請

を
行
う
予
定
。

　

26
日
に
都
内
で
記
者
会
見
し

た
同
セ
ン
タ
ー
研
究
所
分
子
腫

瘍
学
分
野
長
の
片
岡
圭
亮
氏

は
、「
造
血
器
腫
瘍
パ
ネ
ル
検

査
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
診
断

や
予
後
予
測
の
際
に
確
実
に
役

　

両
者
が
開
発
し
た
造
血
器
腫

瘍
パ
ネ
ル
検
査
は
、
初
発
時
・

再
発
時
の
小
児
を
含
め
た
造
血

器
腫
瘍
患
者
を
対
象
に
、
末
梢

血
や
骨
髄
液
な
ど
の
検
体
か
ら

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
置
換
や
欠
失
、

再
構
成
、
コ
ピ
ー
数
な
ど
の
異

常
に
加
え
、
転
写
さ
れ
た
Ｒ
Ｎ

Ａ
の
複
合
遺
伝
子
の
異
常
な
ど

合
計
４
５
４
遺
伝
子
を
同
時
に

解
析
す
る
。

　

固
形
癌
を
対
象
と
し
た
パ
ネ

ル
と
は
遺
伝
子
リ
ス
ト
が
異
な

る
。
既
に
固
形
癌
の
パ
ネ
ル

検
査
は
国
内
で
も
保
険
適
用

さ
れ
て
い
る
が
、
造
血
器
腫
瘍

を
対
象
と
し
た
パ
ネ
ル
検
査

が
保
険
適
用
さ
れ
て
い
る
国

は
な
い
。

　

今
後
、
同
セ
ン
タ
ー
、
九
州

大
学
、
京
都
大
学
、
名
古
屋
医

療
セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
で
造
血
器
腫
瘍
パ

ネ
ル
検
査
の
性
能
を
検
証
し
、

　

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
と
大
塚
製
薬
は
26

日
、
造
血
器
腫
瘍
を
対
象
と
し
た
遺
伝
子
パ
ネ

ル
検
査
を
共
同
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
造
血

器
腫
瘍
に
関
わ
る
４
５
４
遺
伝
子
を
網
羅
的
に

解
析
し
、
癌
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
。
今

後
、
保
険
適
用
に
向
け
て
臨
床
試
験
を
実
施
予

定
で
、
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
の
有
用
性
が
検
証

さ
れ
た
場
合
、
大
塚
製
薬
が
申
請
を
行
う
。

長
の
竹
田
眞
氏
は
「
国
内
Ｃ

Ｒ
Ｏ
の
中
で
、
わ
れ
わ
れ
は

間
違
い
な
く
ｅ
ソ
ー
ス
Ｄ
Ｄ

Ｃ
の
活
用
実
績
が
あ
る
」
と

自
信
を
示
す
。

　

ｅ
ソ
ー
ス
を
め
ぐ
っ
て

は
、
効
率
化
や
費
用
削
減
が

見
込
ま
れ
る
新
し
い
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
手
法
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
が
、
国
内
で
は
医

療
機
関
ご
と
に
異
な
る
電
子

カ
ル
テ
の
互
換
性
の
問
題

や
、
導
入
に
よ
る
医
療
機
関

側
の
負
担
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
普
及
が
進
ん
で
い
な
い

の
が
現
状
だ
。

　

こ
う
し
た
中
、
Ａ
２
で

は
、
ｅ
ソ
ー
ス
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー

と
し
て
、
他
の
大
手
Ｃ
Ｒ
Ｏ

と
の
差
別
化
を

図
る
。
竹
田
氏

は
「
こ
れ
ま
で

も
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ

標
準
や
リ
ス
ク

ベ
ー
ス
ド
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
（
Ｒ

Ｂ
Ｍ
）
を
業
界

に
先
駆
け
て
手

が
け
て
き
た
。
次
は
ｅ
ソ
ー

ス
Ｄ
Ｄ
Ｃ
で
新
た
な
臨
床
試

験
の
あ
り
方
を
提
言
し
た

い
」
と
意
欲
を
示
す
。

　

具
体
的
な
実
績
と
し
て

は
、
後
発
品
の
生
物
学
的
同

等
性
試
験（
Ｂ
Ｅ
試
験
）を
５

試
験
で
活
用
し
、
２
試
験
で

承
認
取
得
に
至
っ
た
。そ
の

他
、
第
Ⅲ
相
試
験
や
抗
癌
剤

の
第
Ⅱ
ａ
相
試
験
な
ど
、
ｅ

ソ
ー
ス
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
活
用
し
た

複
数
試
験
が
進
行
中
で
あ

る
。

　

ま
た
、
阪
大
微
生
物
病
研

究
会
、
臨
床
試
験
実
施
支
援

機
関
（
Ｓ
Ｍ
Ｏ
）
の
ノ
イ
エ

ス
と
共
同
で
実
施
し
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
の
多
施
設
第
Ⅲ
相

試
験
で
は
、
ｅ
ソ
ー
ス
Ｄ
Ｄ

Ｃ
の
活
用
に
よ
り
、
業
務
の

効
率
化
が
実
現
で
き
て
い
る

と
い
う
。
竹
田
氏
は
「
製
薬

企
業
や
Ｃ
Ｒ
Ｏ
だ
け
で
な

く
、
Ｓ
Ｍ
Ｏ
や
医
療
機
関
と

協
力
体
制
を
築
き
、
ｅ
ソ
ー

ス
に
よ
る
効
率
化
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
、
様
々

な
機
関
と
の
連
携
を
模
索
し

て
い
く
考
え
を
示
す
。

　

一
方
、
様
々
な
検
証
を
通

じ
て
ｅ
ソ
ー
ス
Ｄ
Ｄ
Ｃ
の
課

題
も
見
え
て
き
た
。
健
常
人

対
象
の
第
Ⅰ
相
試
験
で
は
、

１
施
設
の
み
で
実
施
さ
れ
る

場
合
が
多
く
、
比
較
的
容
易

に
導
入
で
き
る
が
、
第
Ⅱ
相

以
降
の
臨
床
試
験
で
は
多
施

設
共
同
試
験
が
一
般
的
で
、

各
医
療
機
関
で
臨
床
試
験
の

環
境
が
異
な
る
。
診
療
中
の

即
時
対
応
の
難
し
さ
や
カ
ル

テ
と
の
共
存
、
治
験
責
任
医

師
不
在
時
の
安
全
性
に
関
わ

る
情
報
共
有
と
い
っ
た
問
題

を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関

の
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

竹
田
氏
は
「
こ
れ
ま
で
の

経
験
か
ら
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
全
体
の
最
適
化
を
念
頭

に
ど
う
い
っ
た
試
験
で
あ
れ

ば
ｅ
ソ
ー
ス
Ｄ
Ｄ
Ｃ
を
最
大

限
に
活
用
で
き
る
か
を
検

討
し
、
顧
客
に
最
適
な
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
案
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

臨
床
試
験
受
託
機
関
（
Ｃ

Ｒ
Ｏ
）
の
エ
イ
ツ
ー
ヘ
ル
ス

ケ
ア
（
Ａ
２
）
は
、
臨
床
試

験
の
デ
ー
タ
を
最
初
か
ら
Ｅ

Ｄ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
に
記
録
す
る

「
ｅ
ソ
ー
ス
Ｄ
Ｄ
Ｃ
」（
ダ
イ

レ
ク
ト
・
デ
ー
タ
・
キ
ャ
プ

チ
ャ
）
の
普
及
に
本
腰
を
入

れ
る
。
ｅ
ソ
ー
ス
Ｄ
Ｄ
Ｃ

は
、
紙
媒
体
や
電
子
カ
ル
テ

か
ら
Ｅ
Ｄ
Ｃ
に
転
記
入
力
す

る
の
で
は
な
く
、
医
療
従
事

者
が
最
初
に
Ｅ
Ｄ
Ｃ
シ
ス
テ

ム
へ
デ
ー
タ
入
力
す
る
こ
と

で
モ
ニ
タ
ー
（
Ｃ
Ｒ
Ａ
）
に

よ
る
施
設
訪
問
時
の
Ｓ
Ｄ
Ｖ

を
削
減
し
、
効
率
化
を
図
る

新
し
い
手
法
で
あ
る
。
デ
ー

タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
第
１
部
部

ｅソースＤＤＣに本腰
モニター訪問の業務効率化

エイツーヘルスケア

パ
ネ
ル
検
査
を
共
同
開
発

造
血
器
腫
瘍
の
早
期
発
見
へ

がん研究セ、大塚製薬

腫
瘍
溶
解
性
ウ
イ
ル
ス
療
法
獲
得

キ
ッ
セ
イ
薬
品 

米
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
開
発
中

サ
ン
ド
日
本
法
人 

新
社
長
に
岩
本
氏

「
ネ
ピ
ッ
ク
」国
内
承
認
取
得

眼
科
領
域
初
の
再
生
医
療
品

Ｊ‒ＴＥＣ

吉川氏が代表取締役に
日医工 田村社長と２人体制

ド
の
地
位
強
化
を
図
る
。

　

岩
本
氏
は
、
２
０
１
６
年
に

ア
ス
ペ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
社
長
に

就
任
。こ
れ
ま
で
ア
ス
テ
ラ
ス

製
薬
で
東
南
ア
ジ
ア
事
業
本
部

次
長
、テ
バ
製
薬（
現
・
武
田
テ

バ
フ
ァ
ー
マ
）
で
営
業
・
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
長
な
ど
様
々

な
要
職
を
歴
任
し
て
お
り
、
製

薬
業
界
の
戦
略
・
販
売
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
で
36
年
以
上

の
経
験
を
持
つ
。　

ス
イ
ス
の

ロ
シ
ュ
は
、

米
Ｆ
Ｄ
Ａ
と

連
携
し
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染

症
患
者
を
対

象
に
抗
Ｉ
Ｌ

‐
６
受
容
体

抗
体
「
ア
ク

テ
ム
ラ
」（
一

般
名
：
ト
シ

リ
ズ
マ
ブ
）

の
グ
ロ
ー
バ
ル
第
Ⅲ
相
試
験
を

開
始
す
る
。
４
月
上
旬
に
患
者

３
３
０
人
を
登
録
す
る
予
定
。

　

同
試
験
は
、
既
存
治
療
に
ア

ク
テ
ム
ラ
の
上
乗
せ
効
果
の
有

効
性
・
安
全
性
を
検
証
す
る
プ

ラ
セ
ボ
対
照
試
験
。

「アクテムラ」で第Ⅲ相試験
ロシュ 新型肺炎患者対象に















































































竹
田
氏


